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` ⌐ ╩ ⅎ╢ ─№╢ ╩ ⇔√ ╛⁸ ⌐ ⅜ ™≤⅝│ ╩ ⅎ⁸

╩ꜟכ◖ꜟ▪  ╪∞ │ ╩⇔⌂™≢ↄ∞↕™⁹

ῲ ╛ ⁸ ╩ ⇔⁸ ─ ╩╟ↄ ⇔⁸ ╩ ⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹



ῳ ╛ ─ │⁸ ⅜ ↄ⌂╡╕∆⁹ ╩ ≤⇔≡ↄ∞↕™⁹ ─ ≢│≢⅝╢∞↑

 ╩ ⅎ≡ↄ∞↕™⁹ 

ῴ Ⱬꜟⱷ♇♩╛ ⌂≥─ ≤⁸ ⌐ ∂≡ ⌂ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

ῶ ╩ ∆╢√╘⌐⁸ ⌐ꜝ▬♩╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹Ɫ▬ⱦכⱶ╩ ⇔≡ ∆╢≤⁸

 ─ ╛ ⌐ ╩ ⅎ╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

ῷ ─ ⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

a.

b.

e.

 ─꜡ⱦ⁸כ や 、 ─ ⌐は ⇔⌂™≢ↄ∞↕™⁹ 

⅜ ⇔≡ ╩ ⇔√╕╕⌐⇔⌂™≢ↄ∞↕™⁹

│ ⅛╠ ↨↑ │ ╛⅛⌐ ╩ ⇔ ↕™⁹

c. Ᵽ♇♥ꜞכ─ ꜝⱬꜟ⌐ ⇔≡ ⇔ↄ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

d.

Ὸ

Ᵽ♇♥ꜞכ╩ ∆╢↓≤│ ╕∑╪⁹

─ ─ ≤ ꜝⱬꜟ⌐ ⇔≡ ⇔ↄ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

╩ ∆╢≤⅝│当社 ─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

™⌐ ∆╢ ╩╟ↄ⅔ ╖ↄ∞↕™⁹ 

a. 

b. 

c. 

d.

⅜ ⇔ↄ ⇔⁸ꜝ▬♩ ⅜ ⌐ ∆╢⅛ ⇔≡ↄ∞↕™⁹  

─Ⱪ꜠כ◐⅜ ⌐ ∆╢⅛ ⇔≡ↄ∞↕™⁹  

Ɫfi♪ꜟ⁸ ⌐●♃⅜⌂™⅛ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

♃▬ꜘ─ │ ⅛ ⇔≡ↄ∞↕™⁹
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⌐⁸ ─ ⌐ ⅜№╢ │ ─√╘⁸ ⌐↔ ↄ∞↕™⁹

電動バイクの特性として高負荷での連続走行、又は最高速付近での連続走行を続けると

電子機器保護の制御機能が働き、動力を停止して走行できない場合があります。

安全な場所に停車してバッテリーコネクタを抜き、しばらく待ってから再始動してください。

⓫





╩ ∆╢ ⌐

- 02 -
バッテリーの取付け

Ῥメカキー╩ ⌐ ⇔て、

╩♩כ◦ ⅝╕∆

῭Ᵽ♇♥ꜞכ╩☿♇♩

⇔╕∆

❸Ⱪ꜠כ◌כ⅜OFF⌐⌂∫

≡™╢ ╩ ⇔て⁸

◖Ⱡ◒♃כ╩ ╖╕∆

❹Ⱪ꜠כ◌כ╩ON─ ⌐

し≡⁸◦כ♩╩ ∂╕∆

04
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◖fiⱳכⱠfi♩≤Ɽכ♠─

Ⱶꜝ כ

Ⱬ♇♪ꜝ▬♩

♦▫☻◒Ⱪ꜠כ◐

☻♩꜠ ☺כ

♩כ◦

כ♃כ⸗

◘▬♪☻♃fi♪

FOC◖fi♩꜡כꜝ
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◖fiⱳכⱠfi♩≤Ɽכ♠─

ⱨ꜡fi♩Ⱪ꜠כ◐꜠Ᵽכ

☻꜡ ♇♩ꜟ

ハンドル☻▬♇♅

ⱷכ♃כ

♩▬ꜝꜟכ♥

ハンドル☻▬♇♅

ꜞꜘⱩ꜠כ◐꜠Ᵽכ
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⌐ ∆╢

⌐ ─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

❶Ɫfi♪ꜟ⅜⇔∫⅛╡ ↕╣⁸ ⌐ ⇔≡╙☻ⱶכ☼⌐ ↄ↓≤⁹

❷ ─Ɫfi♪ꜟ☻▬♇♅⅜⅝∟╪≤ ∆╢↓≤⁹

❸▪◒☿ꜟ⅜☻ⱶכ☼⌐ ╡⁸⅝∟╪≤ ∆╢↓≤⁹

❹♃▬ꜘ─ ╩ ∆╢↓≤⁹ Ν( )200kPa ( )200kPa

❺♃▬ꜘ ╩♅▼♇◒⇔⁸└┘ ╣⁸ ⁸ ─ ╖ ╖⅜⌂™↓≤⁹

❻♃▬ꜘ─ ↕⅜ ∫≡™╢↓≤⁹►▼▪▬fi☺◔כ♃─ ↕╕≢ ⇔≡™╢ │ ⅜ ≢∆⁹

❼ ON─ ≢☻Ⱨכ♪ⱷכ♃כ ⌐ ─ ╩ ∆╢↓≤⁹

❽ ╕≢⌐ ⌂Ᵽ♇♥ꜞכ ⅜№╢⅛ ∆╢↓≤⁹

❾∆═≡─ ⅜ ⇔ↄ ∆╢⅛ ∆╢↓≤⁹

Ὸⱱכfi⅜ ⇔ↄ ∆╢⅛ ∆╢↓≤⁹

ḏⱵꜝכ─ ⁸ ─ ╩ ℮↓≤⁹

ḐⱩ꜠כ◐○▬ꜟ ⅔╟┘Ⱪ꜠כ◐◦☻♥ⱶ⅜ ⌐ ⇔≡™╢⅛ ∆╢↓≤⁹

↔ ⌂ ╛ ⅜↔↨™╕⇔√╠⁸⅔ ↄ─ ⌐⅔ ™ ╦∑ↄ∞↕™⁹

ῳ
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DC Power Supply/ 直流電源装置

E
PS

MODEL / モデル :SSLC300V71

INPUT/ 入力：AC100V-240V～ 3.0A
株式会社MSソリューションズ

IP20

OUTPUT/ 出力：71.4V 4.0A

50-60Hz
RE
赤い
D LI
の点灯
GHT
:
:C
充電中
HARGING

G
緑の
REEN LI
点灯：満

GHT:
充電ま
FULLY C
たはスタ

HARG
ンバイ
ED OR STANDBY

インジケータバッテリー

充電開始
(インジケータ：赤 )

E
PS

株式会社MSソリューションズ

IP20

RE
赤い
D LI
の点灯
GHT
:
:C
充電中
HARGING

G
緑の
REEN LI
点灯：満

GHT:
充電ま
FULLY C
たはスタ

HARG
ンバイ
ED OR STANDBY

充電完了
(インジケータ：緑 )

DC Power Supply/ 直流電源装置

E
PS

MODEL / モデル :SSLC300V71

INPUT/ 入力：AC100V-240V～ 3.0A
株式会社MSソリューションズ

IP20

OUTPUT/ 出力：71.4V 4.0A

50-60Hz

RE
赤い
D LI
の点灯
GHT
:
:C
充電中
HARGING

G
緑の
REEN LI
点灯：満

GHT:
充電ま
FULLY C
たはスタ

HARG
ンバイ
ED OR STANDBY

充電開始
(インジケータ：赤 )

※ 1  5 ╩ ╡ ⇔╕∆⁹

↓─ ≢ ╩ ⅛⌂™≢

ↄ∞↕™⁹
DC Power Supply/ 直流電源装置

E
PS

MODEL / モデル :SSLC300V71

INPUT/ 入力：AC100V-240V～ 3.0A
株式会社MSソリューションズ

IP20

OUTPUT/ 出力：71.4V 4.0A

50-60Hz

RE
赤い
D LI
の点灯
GHT
:
:C
充電中
HARGING

G
緑の
REEN LI
点灯：満

GHT:
充電ま
FULLY C
たはスタ

HARG
ンバイ
ED OR STANDBY

※ │ 10 ≢ ∆╢≤ ⇔╕∆⁹◖fi☿fi♩╩ ⅝ ⁸ ⇔≡ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

Ᵽ♇♥ꜞכ⌐ ∆╢

─ ╡ ™⌐ ⇔≡

Ῥ車体充電ポート≤ ╩ します⁹車載充電の時は、車体のブレーカーを”ON”にしてください。

　 ─▬fi☺◔כ♃⅜ ⇔≡™╢↓≤╩ ⇔て⁸最後に充電器のプラグをコンセントに挿しこみます。

❷充電を開始すると緑➡赤に点灯します。

➌Ᵽ♇♥ꜞכ⅜ ⌐⌂╢≤⁸ ─▬fi☺◔כ♃ランプ⅜ ќ ⌐⌂╡╕∆⁹

β ≢│ ─ ╩ 5 ╒≥ ╡ ⇔╕∆⁹



Ᵽ♇♥ꜞכ⌐ ∆╢

1 2 3 4 5

Ᵽ♇♥ꜞכ╩ ╡ ⇔≡ ∆╢
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・Ᵽ♇♥ꜞכ╩ ─ ─ ↄ ⁸ ─⅛⅛╢ ⁸ ─№╢ ⅛╠ ↨↑≡ↄ∞↕™⁹

・  ϴ / -  ϴ

・ ⌐Ᵽ♇♥ꜞכ╩ ∆╢ ╕√│Ᵽ▬◒╩ ⇔⌂™ │⁸
∏Ᵽ♇♥ꜞכ╩ ⅛╠ ╡ ⇔≡ ⇔≡ↄ∞ ↕™⁹

・Ᵽ♇♥ꜞכ─ ≤ ╩ ⇔⌂™≢ↄ∞↕™⁹

・Ᵽ♇♥ꜞכ┼─ ™ ╩ ⅎ⌂™≢ↄ∞↕™⁹

・Ᵽ♇♥ꜞכ╩ ∆╢√╘⌐⁸ ↕╣√ ─ ≢ ⇔⌂™≢ↄ∞↕™⁹

・Ᵽ♇♥ꜞכ≤ │ ⌐ ⌐ ↕╣≡™╢√╘⁸ ⌂≥│ ⌐ ╦⌂™≢ↄ∞↕™⁹

Ῥ◦כ♩╩ ↑╕∆⁹

῭Ⱪ꜠כ◌כ╩ OFF ⌐⇔╕∆⁹

΅Ᵽ♇♥ꜞכ◖Ⱡ◒♃╩ ⅝⁸Ᵽ♇♥ꜞכ╩ ⅛╠ ⇔╕∆⁹

`Ᵽ♇♥ꜞכ≤ ╩ ⁹ ─▬fi☺◔כ♃כ⅜ ⇔≡™╢↓≤╩ ⇔て⁸ ⌐ ─ⱪꜝ◓╩

◖fi☿fi♩⌐ ⇔↓╖╕∆⁹

 ῲ ⅜ ∆╢≤ ─ꜝfiⱪ⌐⌂╢─≢ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

警告
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Ᵽ♇♥ꜞכ⌐ ∆╢

⁸ⱷfi♥♫fi☻⁸

Ῥ Ᵽ♇♥ꜞכ╩ ∆╢ │Ᵽ♇♥ꜞכ╩ ⅛╠ ╡ ⇔⁸８ 度⌐⌂╢╕≢ ╩ ™╕∆⁹

(Ᵽ♇♥ꜞכ ⅜ ⅛╠─ ≢№╣┌1 √╡８ ⇔Ᵽ♇♥ꜞכ─▬fi☺◔כ♃≢ ⇔╕∆⁹)

῭ Ᵽ♇♥ꜞכ╩ ∆╢ │、 ﬞ ⌐Ᵽ♇♥ꜞכ▬fi☺◔כ♃╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

΅ Ᵽ♇♥ꜞכ≤ │⁸ ≢ ⇔√ ─ ™ ⌐ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹

　 ≤─ ╩ ↑⁸ ⅛╠ ⇔ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

` Ᵽ♇♥ꜞכ─最適な │⁸ 0  25ϴ / ֔65 RH⁹

βⱣ♇♥ꜞכ╩ ∑∏ ⇔√ │、 ≤⌂╢ ↔ ↄ∞↕™⁹

❺ Ᵽ♇♥ꜞכを車載して長期保管する場合は、以下の状態を守ってください。

・ブレーカーをOFFにする

・バッテリのコネクターに車体側のケーブルを接続しない
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FAQ & ♩ꜝⱩꜟ◦ꜙכ♥▫fi◓

FAQ & ♩ꜝⱩꜟ◦ꜙכ♥▫fi◓

כꜝ◄

⅜ ╠⌂™

⇔⌂™

1. Ᵽ♇♥ꜞכ─

2. Ⱪ꜠כ◌כ⅜ ON ⌐⌂∫≡™⌂™

1. Ᵽ♇♥ꜞכ ─

2. ◘▬♪☻♃fi♪⅜ ↕╣≡™⌂™

3. Ɽכ◐fi◓⸗כ♪⅜ON

4. Ⱪ꜠כ◐꜠Ᵽכ⅜ ⌐ ∫≡™⌂™ 

כꜝ◄ꜟ♩♇꜡☻ .5

6. ◖fi♩꜡כꜝΊⱪꜝ◓⅜ ╪≢™╢

7. ◖fi♩꜡כꜝΊ

1. Ᵽ♇♥ꜞכ ─

2. ♃▬ꜘ⅜ ⌐ ╣≡™╢

3.

4. Ⱪ꜠כ◐─ ⌐ ⅜№╢

5. Ᵽ♇♥ꜞכ─ ╕√│

1. ⱪꜝ◓─

2. ─

3. Ᵽ♇♥ꜞכ─ ╕√│

1. Ᵽ♇♥ꜞכ─

2. Ⱪ꜠כ◌כ╩ ON ⌐∆╢

1. Ᵽ♇♥ꜞכ╩ ∆╢

2. ◘▬♪☻♃fi♪╩ ∆╢

3. Ɽכ◐fi◓⸗כ♪╩ ∆╢

4. Ⱪ꜠כ◐꜠Ᵽכ╩ ⇔™ ⌐ ∆ 

5. ☻꜡♇♩ꜟ╩ ∆╢

6. ◖fi♩꜡כꜝΊ╩ ∆╢

7. ◖fi♩꜡כꜝΊ╩ ∆╢

1. Ᵽ♇♥ꜞכ╩ ∆╢

2. ─

3. ⌂ ≢─

4. Ⱪ꜠כ◐Ɽ♇♪╩ ⇔⁸

╢ ⌐Ⱪ꜠כ◐◦☻♥ⱶ╩ ∆╢

5. Ᵽ♇♥ꜞכ╩ ∆╢

1. ⱪꜝ◓⅜ ⇔™ ⌐№╢⅛╩ ∆╢

2. ─▬fi☺◔כ♃⅜ ⇔≡™╢↓≤

╩ ∆╢

3. Ᵽ♇♥ꜞכ╩ ∆╢

4 ─ ╩ ⇔ⱪꜝ◓╩ ∆

╩ ╣⁸☻꜡♇♩ꜟ╩ ⇔≡╙

⅜כ♃כ⸗ ⇔⌂™⁹

⅜ ⌂™

╕√│ ⅜ ™

Ᵽ♇♥ꜞכ⅜ ≢⅝⌂™
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FAQ & ♩ꜝⱩꜟ◦ꜙכ♥▫fi◓

כꜝ◄

99♪כ◖כꜝ◄

98♪כ◖כꜝ◄

97♪כ◖כꜝ◄

96♪כ◖כꜝ◄

95♪כ◖כꜝ◄

94♪כ◖כꜝ◄

93♪כ◖כꜝ◄

92♪כ◖כꜝ◄

91♪כ◖כꜝ◄

FOCהECU◖fi♩꜡כꜝכ─ כꜝ◄ FOCהECU◌ⱪꜝ─ ╩ ∆╢⁹ 

⅛販売元⌐ ∆╢⁹

╩ ⇔⁸

⇔┌╠ↄ ∫≡⅛╠ ∆╢⁹

⅛販売元⌐ ∆╢⁹

FOCהECU◌ⱪꜝ─ ╩ ∆╢⁹

⅛販売元⌐ ∆╢⁹

☻꜡♇♩ꜟ ╩ ∫√ ≢ ⇔≡™

⌂™⅛ ∆╢⁹

☻꜡♇♩ꜟ◌ⱪꜝ─ ╩ ∆╢⁹

Ᵽ♇♥ꜞכ─ ╩ ∆╢⁹

⅛販売元⌐ ∆╢⁹

╩ ─╕╕⇔┌╠ↄ ∆╢⁹

╕√│ ╩ ⇔≡⁸Ᵽ♇♥ꜞכ
─ ⅜ ⅜∫≡⅛╠ ∆╢⁹

FOCהECU◖fi♩꜡כꜝ ─ כꜝ◄

FOC◖fi♩꜡כꜝ ─ⱱכꜟ☿fi◘כꜝ◄כ

☻꜡♇♩ꜟ◖fi♩꜡כꜝ◄ꜝכ

Ᵽ♇♥ꜞכ─ כꜝ◄

כꜝ◄╢╟⌐

כꜝ◄╢╟⌐

Ᵽ♇♥ꜞכ─ כꜝ◄╢╟⌐

FOC◖fi♩꜡כꜝכ⅜ ⇔≡™╢⁹

( כ♃כ⸗⁸ ⁸ ⁸

─ ⅜№╡╕∆)
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FAQ & ♩ꜝⱩꜟ◦ꜙכ♥▫fi◓

כꜝ◄

90♪כ◖כꜝ◄

89♪כ◖כꜝ◄

88♪כ◖כꜝ◄

⌐╟╢Ᵽ♇♥ꜞכ─

Ᵽ♇♥ꜞכ─ כꜝ◄╢╟⌐

Ᵽ♇♥ꜞכ─ ⌐╟╢

⌐90⅜ ↕╣╢ │⁸ ╩ ⇔ 

⅛販売元⌐ ∆╢⁹

Ᵽ♇♥ꜞכ╩ ╡ ⇔≡⁸ ⅛™ ⌐

⇔≡ ∆╢⁹

Ᵽ♇♥ꜞכ≤車両╩ ⅛™ で ⇔⁸
⇔┌╠ↄ⇔≡⅛╠ ∆╢⁹
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FAQ & ♩ꜝⱩꜟ◦ꜙכ♥▫fi◓

≤ ⌐ ⅜№╢

─ │⁸ ─

≢♥☻♩↕╣≡™╕∆⁹ 

⁸ ⁸ ⁸ ⁸

⌂≥─ ╩ ↑╕∆⁹

↔ ⌂ │ 

⅛販売元⌐ ∆╢⁹

Ᵽ♇♥ꜞכ♩ꜝⱩꜟ⅛╠─

Ᵽ♇♥ꜞכ─

⅜Ᵽ♇♥ꜞכ╩ ≢⅝∏

₈ ₉⅜ ╠⌂™
Ᵽ♇♥ꜞכ ─ Ᵽ♇♥ꜞכ─ ╩⇔≡ↄ∞↕™⁹

⌐ Ᵽ♇♥ꜞכ ⅜ ⌂™ ≢ ∆╢

⁸Ᵽ♇♥ꜞכ ⅜10 ╩ ╢≤

≢ ○ⱨ⌐⌂╢⁹

Ᵽ♇♥ꜞכ ─ ⌐╟╡⁸

 ⅜ ↄ Ᵽ♇♥ꜞכ─ ╩⇔≡ↄ∞↕™⁹

88♪כ◖כꜝ◄ Ᵽ♇♥ꜞכ─ ⌐╟╢
Ᵽ♇♥ꜞכ≤ ╩ ⅛™ ⌐

⇔⁸⇔┌╠ↄ⇔≡⅛╠ ∆╢⁹

91♪כ◖כꜝ◄ Ᵽ♇♥ꜞכ─
╛ ╩ ⇔⁸Ᵽ♇♥ꜞכ─

⅜ ⅜∫≡⅛╠ ∆╢⁹

94♪כ◖כꜝ◄ Ᵽ♇♥ꜞכ─ כꜝ◄
Ᵽ♇♥ꜞכ◖Ⱡ◒♃─ ╩ し、

⅛販売元⌐ ∆╢⁹

╕√│ 1 ⌐Ᵽ♇♥ꜞכ─

⅜ ⇔≡™╢⁹

CPU⁸◖fi♩꜡⁸כꜝכ☿◐ꜙꜞ♥▫▪

╩כꜞ♥♇ⱶ⅜Ᵽכꜝ ∆╢
≢│⌂™⁹

90♪כ◖כꜝ◄ ⌐╟╢Ᵽ♇♥ꜞכ─
⅜90כꜝ◄⌐ ↕╣╢ │⁸

╩ ⇔⁸⇔┌╠ↄ⇔≡ ∆╢⁹
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Ᵽ♇♥ꜞכ─

Ᵽ▬◒⅜ ⇔⌂™

Ᵽ♇♥ꜞכ─ ⅜ ∆⅞╢⁸

Ᵽ♇♥ꜞכ ⅜ ⌂™。╕√│ꜞ⸗◖

fi─ ⅜ ╣≡™╢

ꜞ⸗◖fi─ ╩ ⁸╕√│

バ♇♥ꜞכ╩ ⁹ ≢⅝⌂™ │

⁸ ⅛ 元⌐ ∆╢⁹

89♪כ◖כꜝ◄
Ᵽ♇♥ꜞכ╩車体から取出し、

⅛™  ≢ ∆╢⁹

92♪כ◖כꜝ◄ ⇔√╕╕⇔┌╠ↄ ∆╢⁹

⌐ ⅜ ∆╢

│⁸ ─ ⅜ ⅝ↄ⁸ ╩

∆╢√╘⁸ ─ ⅜☻כ◔ ↄ⌂

╢

≢│№╡╕∑╪⁹

─ ™ ≢ ╩ ⇔≡ↄ∞

↕™⁹

Ᵽ♇♥ꜞכ
Ᵽ♇♥ꜞכ╩ ⌐ ≢⅝⌂™⁸

Ᵽ▬◒╩ ≢⅝⌂™

⇔┬⅝⁸ ⁸ ─ ™ √╕╡┼ 

─ ⌐╟╡⁸Ᵽ♇♥ꜞכ ┼ ∆╢

╩ ∟⌐ ⇔⁸

⅛ 元⌐ ∆╢⁹

Ᵽ♇♥ꜞכ◔כ☻

─

Ᵽ♇♥ꜞכ⌐ ╩ ⅎ√╡⁸ ≤

⇔√╡∆╢≤⁸Ᵽ♇♥ꜞכ◔כ☻⌐

╛ ⅜ ∆╢

∆╢≤Ᵽ♇♥ꜞכ◔כ☻⅜ ∆╢
╩ ∟⌐ ⇔⁸

⅛ 元⌐ ∆╢⁹



◒ꜝ☻

Ᵽ♇♥ꜞכ 

 כ♃כ⸗

 

 

CUX Lite( ◦כꜚכ◄♇◒☻ ライト ) ꜞ♅►ⱶ▬○fi

1782×727×1087mm

78kg *1

Ᵽ♇♥ꜞכ  

バッテリー 容量 

 

  

 

 

16kg

2460Wh(60V/41Ah)

֕45km/h 1

10h

＊1 : バッテリーを含む総重量となります。

＊2 : │体重55kgのライダーが30km/h で定地走行した場合の数値となります。

各車両の航続距離は、お客様のご使用環境(気象条件・体重・勾配・運転方法・車両状態・装備など)によって、大きく変化致します。

航続距離のカタログ値は参考数と値してお考え下さい。

VMOTO  

֕80km *2

定格出力/  600W/2100W



◒ꜝ☻

Ᵽ♇♥ꜞכ 

 כ♃כ⸗

 

 

CUX ( ◦כꜚכ◄♇◒☻ ) ꜞ♅►ⱶ▬○fi

Super SOCO  

1782×727×1087mm

76kg *1

Ᵽ♇♥ꜞכ  

バッテリー 容量 

 

  

 

 

11kg

1800Wh(60V/30Ah)

֕60-65km *2

֕60km/h 1

8h

＊1 : バッテリーを含む総重量となります。

＊2 : │体重55kgのライダーが30km/h で定地走行した場合の数値となります。

各車両の航続距離は、お客様のご使用環境(気象条件・体重・勾配・運転方法・車両状態・装備など)によって、大きく変化致します。

航続距離のカタログ値は参考数と値してお考え下さい。

◒ꜝ☻  

Ᵽ♇♥ꜞכ 

 כ♃כ⸗

 1782×727×1087mm

 81kg *1

ꜞ♅►ⱶ▬○fi

VMOTO  定格出力/  600W/2300Wh

バッテリー 容量 

 

  

 

 

2580Wh(60V/43Ah)

֕80km *2

֕56km/h 1

11h

  CUX Pro( ◦כꜚכ◄♇◒☻ プロ )

Ᵽ♇♥ꜞכ  17kg

定格出力/  600W/1800W



1,000km
または 1ヶ月
(いずれか早い方)

✓ ✓ ✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓

✓
✓ ✓

✓
✓ ✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓
✓

✓
✓

✓ ✓
✓ ✓

✓ ✓ ✓
✓

✓

✓ ✓

✓

✓

2,500km
または 6ヶ月
(いずれか早い方)

5,000km
または 1年
(いずれか早い方)

7,500km
または1年半
(いずれか早い方)

10,000km
または2年

(いずれか早い方)コンポーネント 作業内容

全般 I

ステアリング、操作系 I / E

ステアリングベアリング I / C / L

電気系統 I

ライト、スイッチ I / E

サーキットブレーカー I

ホイールベアリング I / E

ホイール、リム I

タイヤ I*

ブレーキ全般 I / C / E

ブレーキオイル E

フロントフォーク I

リヤショックアブソーバー I

スロットル I / L

メイン/サイドスタンド

I … Control ( 点検 )　　E … 交換　　C … 清掃　　L … 給油　　*Check : 溝深さ / 空気圧

【 Controlについて 】
機能が正しいか確認してください。清掃や給油の指示があれば追加で行わなければなりません。エラーや欠陥が検出された場合は、修復する必要があります。
※運行前点検は上記の表に関わらず行う必要があります。

I / C / E

メンテナンス スケジュール



メンテナンス レコード

日付
年 月　　　 　日

走行距離

ノート

販売店



１ヶ月点検整備記録簿 ( 電動車 )
該当なし

点検

分解

交換

修理

調整

締付

清掃

給油

● 参照事項
※１ 各変速モードで作動させ、うなり音等の異音の有無を確認お願いいたします。
※２ ステム緩み止めナットの状態確認要。
※３ タイヤ溝深さを確認。
※４ タイヤ規定空気圧→(前 )200kPa / ( 後 )200kPa

電動機点検

■ 本体

電動機の作動状態・異音の有無※1

×

△

Ａ

／

✓

○

Ｔ

Ｃ

Ｌ

低速・加速の状態

ステアリング装置点検

■ ハンドル

操作具合

■ フロントフォーク

損傷
ステアリングステムの取付状態※2

ステアリングステムの軸受け部のがた

電気・保安装置点検

■ 走行用バッテリー

本体の損傷・ターミナル部の緩み損傷の有無

■ スイッチ類

灯火装置・方向指示器の作用
ホーン・ハンドルロック装置の作用
計器の作用

ブレーキ点検

■ ブレーキペダル及びブレーキレバー

遊び ブレーキのきき具合

■ ロッド及びケーブル類

緩み・がた・損傷

■ ホース及びパイプ

漏れ・損傷・取付状態

■ リザーバタンク (ディスクブレーキ )

ブレーキ液の量

足回り点検

■ ホイール

タイヤの空気圧※3 タイヤの亀裂・損傷の有無
タイヤの溝の深さ・異常な磨耗※4

ホイールのボルト・ナットの緩み

■ ショックアブソーバー

損傷・オイル漏れの有無

その他

外観樹脂パーツの損傷の有無

■ その他必要となった点検整備の内容及び主な交換部品／記事等

二
輪
車

車両番号

初度登録年又は初年度検査年

車台番号

点検時の総走行距離

点検年月日

整備完了日

タイヤの溝の深さ

ブレーキパッド残量

点検又は整備を実施した者の氏名

住所
〒

印

F　　  　 mm　　  　R　　  　 mm

F　  　　 mm　　  　R　　  　 mm

年　　　　月　　　　日

年　　　　月　　　　日

km



定期点検整備記録簿 ( 電動車 )
該当なし

点検

分解

交換

修理

調整

締付

清掃

給油

×

△

Ａ

／

✓

○

Ｔ

Ｃ

Ｌ

ステアリング装置点検
■ ハンドル

操作具合

■ フロントフォーク

損傷 ステアリングステムの取付状態

ステアリングステムの軸受け部のがた

電気・保安装置点検

■ バッテリー

本体の損傷・ターミナル部の緩み損傷の有無

■ 電気配線

接続部の緩み損傷

■ スイッチ類

灯火装置・方向指示器の作用
ホーン・ハンドルロック装置の作用 計器の作用

足回り点検

■ ホイール

タイヤの空気圧 タイヤの亀裂・損傷の有無
タイヤの溝の深さ・異常な磨耗
ホイールのボルト・ナットの緩み
フロントホイールベアリングのがた
リヤホイールベアリングのがた

■ ショックアブソーバー

損傷・オイル漏れの有無

■ サスペンションアーム

連結部のがた・アームの損傷

その他

フレームの緩み・損傷 シャシ各部の給油脂状態

■ その他必要となった点検整備の内容及び主な交換部品 / 記事等

二
輪
車

車両番号

初度登録年又は初年度検査年

車台番号

点検時の総走行距離

点検年月日

整備完了日

タイヤの溝の深さ

ブレーキパッド残量

点検又は整備を実施した者の氏名

住所
〒

印

F　　  　mm　　  　R　　  　mm

F　  　　mm　　  　R　　  　mm

年　　　　月　　　　日

年　　　　月　　　　日

km

電動機点検
■ 本体

電動機の作動状態・異音の有無 低速・加速の状態

ブレーキ点検
■ ブレーキペダル及びブレーキレバー

遊び ブレーキのきき具合

■ ロッド及びケーブル類

緩み・がた・損傷

■ ホース及びパイプ

漏れ・損傷・取付状態

■ リザーバタンク

ブレーキ液の量

■ マスタシリンダ・ホイールシリンダ及びディスクキャリパ

機能・磨耗・損傷

■ ブレーキドラム及びブレーキシュー

ドラムとライニングのすき間
シューの摺動部分・ライニングの磨耗

● ６ヵ月点検整備 ……
●12ヵ月点検整備……
※納車時点検は6ヵ月点検に準ずる

 ＋



定期点検整備記録簿 ( 電動車 )
該当なし

点検

分解

交換

修理

調整

締付

清掃

給油

×

△

Ａ

／

✓

○

Ｔ

Ｃ

Ｌ

ステアリング装置点検
■ ハンドル

操作具合

■ フロントフォーク

損傷 ステアリングステムの取付状態

ステアリングステムの軸受け部のがた

電気・保安装置点検

■ バッテリー

本体の損傷・ターミナル部の緩み損傷の有無

■ 電気配線

接続部の緩み損傷

■ スイッチ類

灯火装置・方向指示器の作用
ホーン・ハンドルロック装置の作用 計器の作用

足回り点検

■ ホイール

タイヤの空気圧 タイヤの亀裂・損傷の有無
タイヤの溝の深さ・異常な磨耗
ホイールのボルト・ナットの緩み
フロントホイールベアリングのがた
リヤホイールベアリングのがた

■ ショックアブソーバー

損傷・オイル漏れの有無

■ サスペンションアーム

連結部のがた・アームの損傷

その他

フレームの緩み・損傷 シャシ各部の給油脂状態

■ その他必要となった点検整備の内容及び主な交換部品 / 記事等

二
輪
車

車両番号

初度登録年又は初年度検査年

車台番号

点検時の総走行距離

点検年月日

整備完了日

タイヤの溝の深さ

ブレーキパッド残量

点検又は整備を実施した者の氏名

住所
〒

印

F　　  　mm　　  　R　　  　mm

F　  　　mm　　  　R　　  　mm

年　　　　月　　　　日

年　　　　月　　　　日

km

電動機点検
■ 本体

電動機の作動状態・異音の有無 低速・加速の状態

ブレーキ点検
■ ブレーキペダル及びブレーキレバー

遊び ブレーキのきき具合

■ ロッド及びケーブル類

緩み・がた・損傷

■ ホース及びパイプ

漏れ・損傷・取付状態

■ リザーバタンク

ブレーキ液の量

■ マスタシリンダ・ホイールシリンダ及びディスクキャリパ

機能・磨耗・損傷

■ ブレーキドラム及びブレーキシュー

ドラムとライニングのすき間
シューの摺動部分・ライニングの磨耗

● ６ヵ月点検整備 ……
●12ヵ月点検整備……
※納車時点検は6ヵ月点検に準ずる

 ＋



定期点検整備記録簿 ( 電動車 )
該当なし

点検

分解

交換

修理

調整

締付

清掃

給油

×

△

Ａ

／

✓

○

Ｔ

Ｃ

Ｌ

ステアリング装置点検
■ ハンドル

操作具合

■ フロントフォーク

損傷 ステアリングステムの取付状態

ステアリングステムの軸受け部のがた

電気・保安装置点検

■ バッテリー

本体の損傷・ターミナル部の緩み損傷の有無

■ 電気配線

接続部の緩み損傷

■ スイッチ類

灯火装置・方向指示器の作用
ホーン・ハンドルロック装置の作用 計器の作用

足回り点検

■ ホイール

タイヤの空気圧 タイヤの亀裂・損傷の有無
タイヤの溝の深さ・異常な磨耗
ホイールのボルト・ナットの緩み
フロントホイールベアリングのがた
リヤホイールベアリングのがた

■ ショックアブソーバー

損傷・オイル漏れの有無

■ サスペンションアーム

連結部のがた・アームの損傷

その他

フレームの緩み・損傷 シャシ各部の給油脂状態

■ その他必要となった点検整備の内容及び主な交換部品 / 記事等

二
輪
車

車両番号

初度登録年又は初年度検査年

車台番号

点検時の総走行距離

点検年月日

整備完了日

タイヤの溝の深さ

ブレーキパッド残量

点検又は整備を実施した者の氏名

住所
〒

印

F　　  　mm　　  　R　　  　mm

F　  　　mm　　  　R　　  　mm

年　　　　月　　　　日

年　　　　月　　　　日

km

電動機点検
■ 本体

電動機の作動状態・異音の有無 低速・加速の状態

ブレーキ点検
■ ブレーキペダル及びブレーキレバー

遊び ブレーキのきき具合

■ ロッド及びケーブル類

緩み・がた・損傷

■ ホース及びパイプ

漏れ・損傷・取付状態

■ リザーバタンク

ブレーキ液の量

■ マスタシリンダ・ホイールシリンダ及びディスクキャリパ

機能・磨耗・損傷

■ ブレーキドラム及びブレーキシュー

ドラムとライニングのすき間
シューの摺動部分・ライニングの磨耗

● ６ヵ月点検整備 ……
●12ヵ月点検整備……
※納車時点検は6ヵ月点検に準ずる

 ＋



定期点検整備記録簿 ( 電動車 )
該当なし

点検

分解

交換

修理

調整

締付

清掃

給油

×

△

Ａ

／

✓

○

Ｔ

Ｃ

Ｌ

ステアリング装置点検
■ ハンドル

操作具合

■ フロントフォーク

損傷 ステアリングステムの取付状態

ステアリングステムの軸受け部のがた

電気・保安装置点検

■ バッテリー

本体の損傷・ターミナル部の緩み損傷の有無

■ 電気配線

接続部の緩み損傷

■ スイッチ類

灯火装置・方向指示器の作用
ホーン・ハンドルロック装置の作用 計器の作用

足回り点検

■ ホイール

タイヤの空気圧 タイヤの亀裂・損傷の有無
タイヤの溝の深さ・異常な磨耗
ホイールのボルト・ナットの緩み
フロントホイールベアリングのがた
リヤホイールベアリングのがた

■ ショックアブソーバー

損傷・オイル漏れの有無

■ サスペンションアーム

連結部のがた・アームの損傷

その他

フレームの緩み・損傷 シャシ各部の給油脂状態

■ その他必要となった点検整備の内容及び主な交換部品 / 記事等

二
輪
車

車両番号

初度登録年又は初年度検査年

車台番号

点検時の総走行距離

点検年月日

整備完了日

タイヤの溝の深さ

ブレーキパッド残量

点検又は整備を実施した者の氏名

住所
〒

印

F　　  　mm　　  　R　　  　mm

F　  　　mm　　  　R　　  　mm

年　　　　月　　　　日

年　　　　月　　　　日

km

電動機点検
■ 本体

電動機の作動状態・異音の有無 低速・加速の状態

ブレーキ点検
■ ブレーキペダル及びブレーキレバー

遊び ブレーキのきき具合

■ ロッド及びケーブル類

緩み・がた・損傷

■ ホース及びパイプ

漏れ・損傷・取付状態

■ リザーバタンク

ブレーキ液の量

■ マスタシリンダ・ホイールシリンダ及びディスクキャリパ

機能・磨耗・損傷

■ ブレーキドラム及びブレーキシュー

ドラムとライニングのすき間
シューの摺動部分・ライニングの磨耗

● ６ヵ月点検整備 ……
●12ヵ月点検整備……
※納車時点検は6ヵ月点検に準ずる

 ＋



定期点検整備記録簿 ( 電動車 )
該当なし

点検

分解

交換

修理

調整

締付

清掃

給油

×

△

Ａ

／

✓

○

Ｔ

Ｃ

Ｌ

ステアリング装置点検
■ ハンドル

操作具合

■ フロントフォーク

損傷 ステアリングステムの取付状態

ステアリングステムの軸受け部のがた

電気・保安装置点検

■ バッテリー

本体の損傷・ターミナル部の緩み損傷の有無

■ 電気配線

接続部の緩み損傷

■ スイッチ類

灯火装置・方向指示器の作用
ホーン・ハンドルロック装置の作用 計器の作用

足回り点検

■ ホイール

タイヤの空気圧 タイヤの亀裂・損傷の有無
タイヤの溝の深さ・異常な磨耗
ホイールのボルト・ナットの緩み
フロントホイールベアリングのがた
リヤホイールベアリングのがた

■ ショックアブソーバー

損傷・オイル漏れの有無

■ サスペンションアーム

連結部のがた・アームの損傷

その他

フレームの緩み・損傷 シャシ各部の給油脂状態

■ その他必要となった点検整備の内容及び主な交換部品 / 記事等

二
輪
車

車両番号

初度登録年又は初年度検査年

車台番号

点検時の総走行距離

点検年月日

整備完了日

タイヤの溝の深さ

ブレーキパッド残量

点検又は整備を実施した者の氏名

住所
〒

印

F　　  　mm　　  　R　　  　mm

F　  　　mm　　  　R　　  　mm

年　　　　月　　　　日

年　　　　月　　　　日

km

電動機点検
■ 本体

電動機の作動状態・異音の有無 低速・加速の状態

ブレーキ点検
■ ブレーキペダル及びブレーキレバー

遊び ブレーキのきき具合

■ ロッド及びケーブル類

緩み・がた・損傷

■ ホース及びパイプ

漏れ・損傷・取付状態

■ リザーバタンク

ブレーキ液の量

■ マスタシリンダ・ホイールシリンダ及びディスクキャリパ

機能・磨耗・損傷

■ ブレーキドラム及びブレーキシュー

ドラムとライニングのすき間
シューの摺動部分・ライニングの磨耗

● ６ヵ月点検整備 ……
●12ヵ月点検整備……
※納車時点検は6ヵ月点検に準ずる

 ＋





製品についてのお問い合せ

バイクについてのお問い合せ・ご相談は取扱店にお気軽にご連絡ください。

取扱店

TEL

お問い合わせ

〒810-0801福岡県福岡市博多区中洲 5丁目 6-24 第 6ガーデンビル 6F
販売元：株式会社 MSソリューションズ

XEAM 公式ホームページ：https://www.xeam.jp/　｜　MS ソリューションズ公式ホームページ：https://www.mssjapan.jp/

XEAM
カスタマーセールス

TEL

受付時間

092-292-5374 MAIL info_xeam@mssjapan.jp

9:00-12:00 / 13:00-18:00 ( 月～金 )



保　証　書
保証書に記載の対象車両の保証部位に、材料上もしくは製造上の不具合等による故障が発
生した場合、無償で修復させていただきます。なお、弊社の指示、承諾を得ずに改造等を行っ
た車両については全て保証対象外とさせていただきます。
※一般的な使用用途外(レース場での使用等)についても保証対象外とさせていただきます。

新車登録または届け出をされてから 1カ月を目安に行う点検です。 この時期の点検は車両寿
命に影響を与えることが多いことから、新車登録または届け出をされてから約 1 カ月（ま
たは 1000 ㎞時）の点検を弊社提携店舗にて実施いたします。直営店 (WEB 販売含む ) にて
ご購入いただいた場合は無料にてお受付いたします。有効期間を過ぎますと、有料となり
ます。（有効期間：新規登録もしくは届け出をしてから約 1 カ月もしくは有効期間内に走行
距離が 1000 ㎞を超える場合は、1000 ㎞走行時となります。）

2007 年 4 月 1 日より『道路運送車両法』の改正等により、2007 年 4 月 1 日以降の新車登
録車より、以下の内容での定期点検内容に変更となりました。
・6カ月点検の廃止
・走行距離加味点検とシビアコンディション点検の設定

● 1 カ月の点検内容
・電動機の低速及び加速の状態の点検
・リム及びホイールディスクの損傷の点検
・ブレーキの利き具合の点検
・ブレーキロッド及びケーブル類の緩み、がた、損傷等の点検
・タイヤの空気圧亀裂、損傷、異状摩耗、溝の深さ
・ブレーキホース及びパイプの液漏れ、損傷、取り付け状況の点検

フレーム・フロントフォーク・スイングアーム・ホイール・リヤサスペ
ンション・ブレーキ・ステアリング・電動機・コントローラー・走行用バッ
テリー・その他メーカーが定めた主要部品。
外装部品・シート・消耗部品（ブレーキパッド・ブレーキシュー・タイ
ヤ・ゴム類・油脂類等・ブレーキディスク・電球類・ヒューズ等）・そ
の他メーカーが定めた部品・主観的な音や振動に関する部品

保証適用外の範囲 …

保  証  対  象  部  品 …

法律に準じてユーザー様自身で日々の車両の状況、状態に応じてユーザー様自らが適宜行
う点検です。走行前、充電前、洗車前等に行ってください。
・ブレーキ（前後）レバー（ペダル）の遊び、きき具合
・ブレーキ液の量（前）
・灯火装置および方向指示器
・低速・加速の状態
・タイヤの空気圧亀裂、損傷、異状摩耗、溝の深さ
・運行において異状が認められた箇所

通常使用より過酷な状況で車両を使用した場合、部品の劣化や破損等が通常より早く進行して
しまうケースがございます。それを早期に発見するために整備士が 6 カ月ごとに行う点検のこ
とをさします。シビアコンディションの目安、状況については以下の通りです。
 ・坂道や山道の走行が全走行の30％以上を占めている。またそれに伴うブレーキの使用が多い。
・走行距離が半年で3000㎞以上である。
・未舗装路や凸凹道の走行が全走行の30％以上を占めている。
※整備点検等でご不明な点は販売店、取次店にご相談ください。

氏名 様 TEL

住所

〒

車名

登録番号

車台番号

ご購入日 年 月 日

製品保証について 点検の種類について

保証有効期間について

：登録日から1年 or 5,000km走行時

：出荷日から1年 or 5,000km走行時
※年数、kmは早く到達した方を適用

● 日常点検

車両の譲渡について詳しくは、WEBページをご覧ください。https://www.xeam.jp/

● シビアコンディション点検

1カ月点検について

定期点検について

- -

□ 店舗でご購入

□ 弊社HPでご購入
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